
岡お

か

崎ざ

き

宿じ
ゅ
く

1
6
0
0（
慶
長
5
）年
に
徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
五
街
道
の
ひ
と
つ
、
東
海
道
。
翌
年
、
日
本
橋
か
ら
京

都
三
条
大
橋
ま
で
、
五
十
三
の
宿
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
旅
人
や
物
資
を
送
り
継
（
次
）ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
ス
モ

編
集
部
で
は
、
2
0
1
6
（
平
成
28
）年
に
創
刊
15
周
年
を
記
念
し
て
、
旅
人
が
歩
ん
だ
「
東
海
道
五
十
三
次
」
を
京

都
ま
で
め
ぐ
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

15世紀前半頃に築城され、
1542（天文11）年に徳川家
康が城内で誕生した。現在
の天守閣は1959（昭和34）
年に復元されたもの。

岡崎城址

1917（大正6）年に旧岡崎
銀行本店として建造された
本格的洋風建築で、国の登
録有形文化財として登録さ
れている。

  岡崎信用金庫資料館
（旧岡崎銀行本店）

徳
川
家
康
の
生
誕
の
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
岡
崎
。
今
や
愛
知
県
の
中
核
都
市

と
し
て
発
展
し
、
昔
の
面
影
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
が
、
岡
崎
城
の
城
下
町
、

そ
し
て
、
東
海
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え

た
歴
史
の
あ
る
町
に
は
見
ど
こ
ろ
が
多

い
。
特
に
岡
崎
城
の
防
御
を
目
的
と
し
て

作
ら
れ
た
「
二
十
七
曲
り
」
は
、
若
宮
町

の
冠
木
門
の
あ
た
り
か
ら
始
ま
り
、
ジ
グ

ザ
グ
に
曲
り
く
ね
っ
た
道
が
岡
崎
城
の

三
方
を
取
り
囲
む
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

街
道
歩
き
に
は
難
関
に
思
え
る
が
、
曲
り

角
の
ほ
と
ん
ど
に
案
内
柱
が
あ
る
の
で
、

迷
わ
ず
分
か
り
や
す
い
。
町
の
西
側
を
流

れ
る
矢
作
川
を
渡
る
矢
作
橋
は
広
重
の

絵
に
描
か
れ
た
橋
で
当
時
は
東
海
道
で

最
長
の
橋
で
あ
っ
た
。

徳
川
家
康
生
誕
の
城
下
町

二十七曲りの東入口にある冠木門（かぶきもん）。

曲り角には
金のわらじを
あしらった案内板が

現在、ここまで到着

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
取

材
お
よ
び
連
載
の
休
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

22
カ
月
ぶ
り
に
取
材
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
ふ
た
た

び
誌
面
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
あ
、
京
都
・

三
条
大
橋
を
目
指
し
て
、
い
ざ
参
り
ま
し
ょ
う
！



15世紀前半頃に築城され、天文11
（1542）年に徳川家康が城内で誕生し
た。現在の天守閣は昭和34（1959）
年に復元されたもの。

お み や げ

あわ雪
かつて東海道名物として旅人に
人気だった「あわ雪豆腐」を備前
屋の三代目が、卵白を泡立て、
寒天、精糖を混ぜて固めた棹物
菓子として創製した。淡雪のよ
うにやさしくまろやかな味わい。

備前屋本店
愛知県岡崎市伝馬通 2-17　
☎ 0564-22-0234
賚 9 時～ 19 時　贊無休

歌川広重が描いた絵とほぼ同じ位置に岡崎城の天守閣が見えるが、高い建物に囲まれて探すのが難しい。
岡崎　矢

や

矧
はぎ

之
の

橋
はし

（矢作橋）

1645（正保2）年創業のカクキュー。
「八丁味噌」の由縁は八丁村（現・岡崎
市八帖町）で造られることから。食事
処「休右衛門」では八丁味噌を使った
味噌煮込みうどんが食べられる。

カクキュー八丁味噌（八丁味噌の郷）

食

味噌煮込うどん
八丁味噌の老舗、カクキューの食事処で食べら
れる本場の八丁味噌を使った味噌煮込うどん。
香り豊かでコクのあるだしがやみつきになる。

食事処休右衛門
愛知県岡崎市八帖町字往還通 69 カクキュー八丁味噌内
☎ 0564-21-1355
賚 11時～ 15 時（L.O.14 時 30 分）　贊無休（年始休）

左
に
続
く
道
が

旧
東
海
道

岡崎城

カクキュー八丁味　の本社屋は
愛知県初の国の登録有形文化財

カクキューの裏手には
風情ある味　蔵が並ぶ


